
  

１、売上・採算・資金繰り等の状況 （％）

↑ ― ↓ D・I ↑ ― ↓ D・I ↑ ― ↓ D・I

1 売 上 （ 完 成 工 事 ・ 出 荷 ） 額 29.6 33.7 36.7 △ 7.1 22.5 38.5 39.1 △ 16.6 24.7 43.4 31.9 △ 7.2

2 採 算 （ 経 常 利 益 ） 24.7 48.2 27.1 △ 2.4 23.5 48.8 27.6 △ 4.1 20.2 51.8 28.0 △ 7.7

3 資 金 繰 り 12.6 71.9 15.6 △ 3.0 11.4 70.5 18.1 △ 6.6 12.1 70.9 17.0 △ 4.8

4 従 業 員 （ 含 臨 時 ・ パ ー ト ） 16.8 67.1 16.2 0.6 16.2 63.5 20.4 △ 4.2 9.1 80.6 10.3 △ 1.2

5 商 品 （ 製 品 ） 在 庫 7.2 80.4 12.4 △ 5.2 7.9 79.6 12.5 △ 4.6 7.9 80.3 11.8 △ 3.9

6 業 況 （ 自 社 ） 14.8 62.1 23.1 △ 8.3 16.1 56.0 28.0 △ 11.9 12.4 63.9 23.7 △ 11.2

注） 　↑ 増加・上昇・好転     ― 不変　  　↓ 減少・低下・悪化

２、新規設備投資 （％）

土地 建物 機械・備品 車両運搬具 付帯施設 0A機器 その他

３、経営上の問題点 （％）

１位 ２位 ３位 １位 ２位 ３位

注） 各項目の数値は四捨五入しているため、計の数字が合わない場合があります。

8 商 品 （ 製 品 ） 在 庫 の 過 剰 0.6 1.3 1.5

6.9

7 仕 入 ・ 人 件 費 以 外 の 経 費 の 増 加 3.6 6.0 6.1 15 そ の 他 1.2 0.0 1.5

6 人 件 費 の 増 加 9.1 12.0 7.6 14 大企業（大型店）進出による競争の激化 3.6 5.3

13.0

5 材 料 （ 原 材 料 ） 等 仕 入 価 格 の 上 昇 2.4 17.3 9.9 13 店舗・機械 ・備 品等 設備 の老 朽化 5.5 10.0 18.3

4 材 料 （ 原 材 料 ） 等 の 入 手 難 1.8 2.0 4.6 12 従 業 員 の 確 保 難 23.6 18.0

3.1

3 単 価 の 低 下 ・ 上 昇 難 6.7 9.3 9.9 11 事 業 資 金 の 借 入 難 0.0 2.0 1.5

2 新 規 参 入 業 者 の 増 加 4.8 4.7 3.8 10 代 金 回 収 の 悪 化 0.6 1.3

2.7 61.2

経営上の問題点 経営上の問題点

1 需 要 の 停 滞 、 受 注 減 少 36.4 10.7 7.6 9 金 利 負 担 の 増 加 0.0 0.0 4.6

2 来 期 38.8 2.7 15.1 21.9 21.9 9.6 26.0

した していない

1 今 期 38.9 6.5 11.7 20.8 20.8 11.7 26.0 2.6 61.1

≪全　業　種≫

Ⅰ　今期の状況 Ⅱ　来期の見通し

前期(平成30年10月～12月期)と比べた
今期(平成31年１月～３月期)の状況

前年同期(平成30年１月～３月期)と比べた
今期(平成31年１月～３月期)の状況

今期(平成31年１月～３月期)と比べた
来期(平成31年４月～６月期)の見通し

実施・計画 実施・計画

出雲市全体　業種別景況（平成３１年４月～令和元年６月期）



  

１、売上・採算・資金繰り等の状況 （％）

↑ ― ↓ D・I ↑ ― ↓ D・I ↑ ― ↓ D・I

1 売 上 （ 完 成 工 事 ・ 出 荷 ） 額 24.0 28.0 48.0 △ 24.0 12.0 48.0 40.0 △ 28.0 24.0 44.0 32.0 △ 8.0

2 採 算 （ 経 常 利 益 ） 20.0 44.0 36.0 △ 16.0 20.0 52.0 28.0 △ 8.0 24.0 52.0 24.0 0.0

3 資 金 繰 り 4.0 88.0 8.0 △ 4.0 4.0 80.0 16.0 △ 12.0 4.0 92.0 4.0 0.0

4 従 業 員 （ 含 臨 時 ・ パ ー ト ） 12.0 76.0 12.0 0.0 24.0 60.0 16.0 8.0 0.0 92.0 8.0 △ 8.0

5 商 品 （ 製 品 ） 在 庫 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 95.0 5.0 △ 5.0 0.0 95.0 5.0 △ 5.0

6 業 況 （ 自 社 ） 8.0 68.0 24.0 △ 16.0 8.0 68.0 24.0 △ 16.0 12.0 72.0 16.0 △ 4.0

注） 　↑ 増加・上昇・好転     ― 不変　  　↓ 減少・低下・悪化

２、新規設備投資 （％）

土地 建物 機械・備品 車両運搬具 付帯施設 0A機器 その他

３、経営上の問題点 （％）

１位 ２位 ３位 １位 ２位 ３位

注） 各項目の数値は四捨五入しているため、計の数字が合わない場合があります。

４、業界内のトピック（調査対象事業所からの意見等）

・ 若手社員がフリーの動きをみせている。

・ 人材（技術者）が、求人を出してもいない。

・ 機械、備品の老朽化に加え、排ガス規制も厳しくなり、機械等をリースせざるを得ず

リース代がすごくかかる。
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経営上の問題点
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3

4

15.0

6.7 事 業 資 金 の 借 入 難

店舗・機械 ・備 品等 設備 の老 朽化

大企業（大型店）進出による競争の激化

8 商 品 （ 製 品 ） 在 庫 の 過 剰

0.0 5.3

従 業 員 の 確 保 難

14.3 21.4 35.7 0.0

4.0 5.3

需 要 の 停 滞 、 受 注 減 少1

14.3

13.35.3

そ の 他

代 金 回 収 の 悪 化6.7

0.0

56.3

41.20.035.020.0

Ⅱ　来期の見通し

前年同期(平成30年１月～３月期)と比べた
今期(平成31年１月～３月期)の状況

今期(平成31年１月～３月期)と比べた
来期(平成31年４月～６月期)の見通し

≪建　設　業≫

前期(平成30年10月～12月期)と比べた
今期(平成31年１月～３月期)の状況

Ⅰ　今期の状況

1

2

今 期

来 期

した
実施・計画
していない

実施・計画

43.8 0.0 14.3

0.0金 利 負 担 の 増 加

7 仕 入 ・ 人 件 費 以 外 の 経 費 の 増 加

5

新 規 参 入 業 者 の 増 加

人 件 費 の 増 加

材 料 （ 原 材 料 ） 等 仕 入 価 格 の 上 昇

0.0

48.0

単 価 の 低 下 ・ 上 昇 難

材 料 （ 原 材 料 ） 等 の 入 手 難

4.0

6



  

１、売上・採算・資金繰り等の状況 （％）

↑ ― ↓ D・I ↑ ― ↓ D・I ↑ ― ↓ D・I

1 売 上 （ 完 成 工 事 ・ 出 荷 ） 額 20.0 51.4 28.6 △ 8.6 17.6 35.3 47.1 △ 29.4 24.2 39.4 36.4 △ 12.1

2 採 算 （ 経 常 利 益 ） 20.0 54.3 25.7 △ 5.7 20.6 50.0 29.4 △ 8.8 14.7 52.9 32.4 △ 17.6

3 資 金 繰 り 17.6 67.6 14.7 2.9 15.2 66.7 18.2 △ 3.0 15.2 57.6 27.3 △ 12.1

4 従 業 員 （ 含 臨 時 ・ パ ー ト ） 22.9 60.0 17.1 5.7 17.6 61.8 20.6 △ 2.9 11.8 79.4 8.8 2.9

5 商 品 （ 製 品 ） 在 庫 15.2 75.8 9.1 6.1 12.5 75.0 12.5 0.0 9.4 78.1 12.5 △ 3.1

6 業 況 （ 自 社 ） 5.9 73.5 20.6 △ 14.7 12.1 60.6 27.3 △ 15.2 11.8 58.8 29.4 △ 17.6

注） 　↑ 増加・上昇・好転     ― 不変　  　↓ 減少・低下・悪化

２、新規設備投資 （％）

土地 建物 機械・備品 車両運搬具 付帯施設 0A機器 その他

３、経営上の問題点 （％）

１位 ２位 ３位 １位 ２位 ３位

注） 各項目の数値は四捨五入しているため、計の数字が合わない場合があります。

４、業界内のトピック（調査対象事業所からの意見等）

・ 5月は金型販売が堅調で業績良好 ・ 全体的に受注量の減少。

・ 展示会に出展し、新製品の試食会をしたところ引き合いが多くなった。 ・ 広島・岡山の災害の製品製造により受注減少をカバーできた。公共工事が減り

・ 9月、マルイ（岡山県）の出雲出店に伴い納入が内定。 民間工事に頼らざるを得ない状況。

・ 不調なのは米中の貿易摩擦の影響と思われる。

8 商 品 （ 製 品 ） 在 庫 の 過 剰 0.0 3.1 0.0

3.7

7 仕 入 ・ 人 件 費 以 外 の 経 費 の 増 加 2.9 6.3 3.7 15 そ の 他 2.9 0.0 0.0

6 人 件 費 の 増 加 5.7 9.4 3.7 14 大企業（大型店）進出による競争の激化 0.0 0.0

14.8

5 材 料 （ 原 材 料 ） 等 仕 入 価 格 の 上 昇 2.9 21.9 14.8 13 店舗・機械 ・備 品等 設備 の老 朽化 8.6 18.8 22.2

4 材 料 （ 原 材 料 ） 等 の 入 手 難 2.9 0.0 7.4 12 従 業 員 の 確 保 難 22.9 12.5

0.0 0.0

3.7

3 単 価 の 低 下 ・ 上 昇 難 2.9 12.5 14.8 11 事 業 資 金 の 借 入 難 0.0 3.1 0.0

2 新 規 参 入 業 者 の 増 加 0.0 0.0 0.0 10 代 金 回 収 の 悪 化 0.0 3.1

経営上の問題点 経営上の問題点

43.9

21.1 15.8 15.8

7.4

2 来 期 56.1 0.0 13.0 34.8 26.1 0.0 21.7 4.3

1 需 要 の 停 滞 、 受 注 減 少 48.6 9.4 3.7 9 金 利 負 担 の 増 加

1 今 期 44.2 5.3 5.3 31.6 5.3 55.8

実施・計画 実施・計画
した していない

≪製　造　業≫

Ⅰ　今期の状況 Ⅱ　来期の見通し

前期(平成30年10月～12月期)と比べた
今期(平成31年１月～３月期)の状況

前年同期(平成30年１月～３月期)と比べた
今期(平成31年１月～３月期)の状況

今期(平成31年１月～３月期)と比べた
来期(平成31年４月～６月期)の見通し



  

１、売上・採算・資金繰り等の状況 （％）

↑ ― ↓ D・I ↑ ― ↓ D・I ↑ ― ↓ D・I

1 売 上 （ 完 成 工 事 ・ 出 荷 ） 額 37.5 37.5 25.0 12.5 25.0 43.8 31.3 △ 6.3 28.6 50.0 21.4 7.1

2 採 算 （ 経 常 利 益 ） 18.8 56.3 25.0 △ 6.3 12.5 62.5 25.0 △ 12.5 7.1 64.3 28.6 △ 21.4

3 資 金 繰 り 0.0 87.5 12.5 △ 12.5 6.3 68.8 25.0 △ 18.8 14.3 78.6 7.1 7.1

4 従 業 員 （ 含 臨 時 ・ パ ー ト ） 25.0 75.0 0.0 25.0 37.5 56.3 6.3 31.3 21.4 78.6 0.0 21.4

5 商 品 （ 製 品 ） 在 庫 12.5 62.5 25.0 △ 12.5 12.5 68.8 18.8 △ 6.3 14.3 71.4 14.3 0.0

6 業 況 （ 自 社 ） 12.5 68.8 18.8 △ 6.3 6.3 56.3 37.5 △ 31.3 7.1 71.4 21.4 △ 14.3

注） 　↑ 増加・上昇・好転     ― 不変　  　↓ 減少・低下・悪化

２、新規設備投資 （％）

土地 建物 機械・備品 車両運搬具 付帯施設 0A機器 その他

３、経営上の問題点 （％）

１位 ２位 ３位 １位 ２位 ３位

注） 各項目の数値は四捨五入しているため、計の数字が合わない場合があります。

４、業界内のトピック（調査対象事業所からの意見等）

・ 5月連休（10日間）のために、6月の悪化はひどいものだった。

・ 得意先の後継者問題は大きな課題。

0.0

8 商 品 （ 製 品 ） 在 庫 の 過 剰 6.3 0.0 15.4

7 仕 入 ・ 人 件 費 以 外 の 経 費 の 増 加 6.3 6.7 0.0 15 そ の 他 0.0 0.0

23.1

6 人 件 費 の 増 加 18.8 6.7 7.7 14 大企業（大型店）進出による競争の激化 0.0 13.3 15.4

5 材 料 （ 原 材 料 ） 等 仕 入 価 格 の 上 昇 0.0 6.7 0.0 13 店舗・機械 ・備 品等 設備 の老 朽化 0.0 0.0

0.0

4 材 料 （ 原 材 料 ） 等 の 入 手 難 0.0 6.7 0.0 12 従 業 員 の 確 保 難 18.8 26.7 7.7

3 単 価 の 低 下 ・ 上 昇 難 6.3 13.3 23.1 11 事 業 資 金 の 借 入 難 0.0 0.0

0.0 0.0 7.7

2 新 規 参 入 業 者 の 増 加 6.3 6.7 0.0 10 代 金 回 収 の 悪 化 6.3 6.7 0.0

経営上の問題点 経営上の問題点

1 需 要 の 停 滞 、 受 注 減 少 31.3 6.7 0.0 9 金 利 負 担 の 増 加

20.0 20.0 0.0 40.0 0.0 70.6

18.2 9.1 45.5 0.0 45.09.1

2 来 期 29.4 0.0 20.0

1 今 期 55.0 9.1 9.1

今期(平成31年１月～３月期)と比べた
来期(平成31年４月～６月期)の見通し

実施・計画 実施・計画
した していない

≪卸　売　業≫

Ⅰ　今期の状況 Ⅱ　来期の見通し

前期(平成30年10月～12月期)と比べた
今期(平成31年１月～３月期)の状況

前年同期(平成30年１月～３月期)と比べた
今期(平成31年１月～３月期)の状況



  

１、売上・採算・資金繰り等の状況 （％）

↑ ― ↓ D・I ↑ ― ↓ D・I ↑ ― ↓ D・I

1 売 上 （ 完 成 工 事 ・ 出 荷 ） 額 26.2 33.3 40.5 △ 14.3 21.4 33.3 45.2 △ 23.8 28.6 42.9 28.6 0.0

2 採 算 （ 経 常 利 益 ） 25.6 53.5 20.9 4.7 27.9 46.5 25.6 2.3 23.3 55.8 20.9 2.3

3 資 金 繰 り 16.3 65.1 18.6 △ 2.3 11.9 71.4 16.7 △ 4.8 11.6 69.8 18.6 △ 7.0

4 従 業 員 （ 含 臨 時 ・ パ ー ト ） 17.1 65.9 17.1 0.0 9.8 65.9 24.4 △ 14.6 7.3 80.5 12.2 △ 4.9

5 商 品 （ 製 品 ） 在 庫 2.3 76.7 20.9 △ 18.6 7.1 73.8 19.0 △ 11.9 9.1 75.0 15.9 △ 6.8

6 業 況 （ 自 社 ） 18.6 60.5 20.9 △ 2.3 23.8 47.6 28.6 △ 4.8 18.2 59.1 22.7 △ 4.5

注） 　↑ 増加・上昇・好転     ― 不変　  　↓ 減少・低下・悪化

２、新規設備投資 （％）

土地 建物 機械・備品 車両運搬具 付帯施設 0A機器 その他

３、経営上の問題点 （％）

１位 ２位 ３位 １位 ２位 ３位

注） 各項目の数値は四捨五入しているため、計の数字が合わない場合があります。

４、業界内のトピック（調査対象事業所からの意見等）

・ 喫茶部門の売上が近くの店舗閉店の為上がった。 ・ GWは予想以上の観光客で遷宮以来の人出。6月は中頃から気温が上がり売上が落ちた。

・ 大型店出店、得意先減少により売上が減少した。

・ 来街者減少。一見客ほぼなし。

・ GW後の需要の落ち込みが著しかった。

7.5

2.4 0.0 2.7

大企業（大型店）進出による競争の激化 10.8

8 商 品 （ 製 品 ） 在 庫 の 過 剰 0.0 0.0 0.0

9.8

5 材 料 （ 原 材 料 ） 等 仕 入 価 格 の 上 昇 2.4 22.5 8.1 13 店舗・機械 ・備 品等 設備 の老 朽化

7 仕 入 ・ 人 件 費 以 外 の 経 費 の 増 加 4.9 5.0 8.1 15 そ の 他

4.9 10.0 21.6

6 人 件 費 の 増 加 4.9 7.5 8.1 14

5.4

4 材 料 （ 原 材 料 ） 等 の 入 手 難 2.4 2.5 2.7 12 従 業 員 の 確 保 難 17.1 15.0 10.8

3 単 価 の 低 下 ・ 上 昇 難 14.6 2.5 5.4 11 事 業 資 金 の 借 入 難 0.0 2.5

0.0 0.0 2.7

2 新 規 参 入 業 者 の 増 加 7.3 7.5 2.7 10 代 金 回 収 の 悪 化 0.0 0.0 2.7

経営上の問題点 経営上の問題点

1 需 要 の 停 滞 、 受 注 減 少 29.3 17.5 8.1 9 金 利 負 担 の 増 加

23.5 23.5 11.8 23.5 0.0 63.8

40.0 0.0 30.0 0.0 78.310.0

2 来 期 36.2 5.9 11.8

1 今 期 21.7 10.0 10.0

実施・計画 実施・計画
した していない

≪小　売　業≫

Ⅰ　今期の状況 Ⅱ　来期の見通し

前期(平成30年10月～12月期)と比べた
今期(平成31年１月～３月期)の状況

前年同期(平成30年１月～３月期)と比べた
今期(平成31年１月～３月期)の状況

今期(平成31年１月～３月期)と比べた
来期(平成31年４月～６月期)の見通し



  

１、売上・採算・資金繰り等の状況 （％）

↑ ― ↓ D・I ↑ ― ↓ D・I ↑ ― ↓ D・I

1 売 上 （ 完 成 工 事 ・ 出 荷 ） 額 39.2 23.5 37.3 2.0 30.8 38.5 30.8 0.0 21.2 44.2 34.6 △ 13.5

2 採 算 （ 経 常 利 益 ） 31.4 39.2 29.4 2.0 26.9 44.2 28.8 △ 1.9 23.1 44.2 32.7 △ 9.6

3 資 金 繰 り 14.3 67.3 18.4 △ 4.1 14.0 68.0 18.0 △ 4.0 14.0 68.0 18.0 △ 4.0

4 従 業 員 （ 含 臨 時 ・ パ ー ト ） 12.0 66.0 22.0 △ 10.0 9.8 66.7 23.5 △ 13.7 9.8 76.5 13.7 △ 3.9

5 商 品 （ 製 品 ） 在 庫 7.3 85.4 7.3 0.0 7.1 85.7 7.1 0.0 7.1 83.3 9.5 △ 2.4

6 業 況 （ 自 社 ） 21.6 51.0 27.5 △ 5.9 19.2 53.8 26.9 △ 7.7 9.6 65.4 25.0 △ 15.4

注） 　↑ 増加・上昇・好転     ― 不変　  　↓ 減少・低下・悪化

２、新規設備投資 （％）

土地 建物 機械・備品 車両運搬具 付帯施設 0A機器 その他

３、経営上の問題点 （％）

１位 ２位 ３位 １位 ２位 ３位

注） 各項目の数値は四捨五入しているため、計の数字が合わない場合があります。
・ GWは売上増に結び付いたが、反動で6～7月まで動きが鈍く売上減。

４、業界内のトピック（調査対象事業所からの意見等） ・ 閑散期の工事関係者の長期滞在と自動車教習生の受け入れで売上増。

・ 少ない従業員のなかお客様対応できず、お断りすることが多い。 ・ 山陰道多伎朝山間が開通し、9号線の交通量減で来客が減少。

・ AI化への対応。 ・ 韓国からの客数減少。

・ 6月から10月までの出雲空港から韓国への直行便の週3回就航による ・ フォーマル着物レンタル（訪問着、振袖等）が好調。

宿泊者の受け入れという思わぬ効果。 ・ 需要の減少に加え、後継者もいないとなると手の打ちようもなく暗くなる。

7.1 72.5

2.6

8.3

0.0 0.0

4.2 6.8

そ の 他

店舗・機械 ・備 品等 設備 の老 朽化

2.6

2.6

17.9

12.8

15

12 従 業 員 の 確 保 難 27.1 13.6

6 人 件 費 の 増 加 12.5 18.2 0.0 14 大企業（大型店）進出による競争の激化

5 材 料 （ 原 材 料 ） 等 仕 入 価 格 の 上 昇 4.2 13.6 15.4 9.113

8 商 品 （ 製 品 ） 在 庫 の 過 剰 0.0 2.3 0.0

7 仕 入 ・ 人 件 費 以 外 の 経 費 の 増 加 2.1 4.5 7.7

11 事 業 資 金 の 借 入 難 0.0 2.3 0.0

4 材 料 （ 原 材 料 ） 等 の 入 手 難 0.0 0.0 7.7

3 単 価 の 低 下 ・ 上 昇 難 4.2 15.9 7.7

9 金 利 負 担 の 増 加 0.0 0.0 5.1

2 新 規 参 入 業 者 の 増 加 8.3 4.5 7.7 10 代 金 回 収 の 悪 化 0.0 0.0

経営上の問題点 経営上の問題点

1 需 要 の 停 滞 、 受 注 減 少 29.2 9.1 10.3

5.9 69.1

2 来 期 27.5 7.1 21.4 7.1 21.4 14.3

1 今 期 30.9 5.9 29.423.5

21.4

前期(平成30年10月～12月期)と比べた
今期(平成31年１月～３月期)の状況

前年同期(平成30年１月～３月期)と比べた
今期(平成31年１月～３月期)の状況

11.8 11.8 11.8

今期(平成31年１月～３月期)と比べた
来期(平成31年４月～６月期)の見通し

実施・計画 実施・計画

した していない

≪サービス業≫

Ⅰ　今期の状況 Ⅱ　来期の見通し


